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令 和 元 年 度  厚 生 労 働 科 学 研 究 費 補 助 金  

 

政 策 科 学 総 合 研 究 事 業 （ 臨 床 研 究 等 I C T 基 盤 構 築 ・ 人 工 知 能 実 装 研 究 事 業 ）  

 

分 担 研 究 報 告 書  

 

 

研 究 課 題 ： 集 中 治 療 領 域 に お け る 生 体 情 報 や 診 療 情 報 等 を 活 用 し た 人 工 知 能

（ A I ） の 実 装 を 推 進 す る た め の 基 盤 整 備 に 係 る 社 会 的 ・ 技 術 的 課 題 等

に つ い て の 実 証 的 研 究 （ １ ９ Ａ Ｃ ０ ２ ０ １ ）  

 

分 担 研 究 2 ． パ ネ ル デ ー タ を 活 用 し た ユ ー ス ケ ー ス の 検 討  

 

研 究 分 担 者  

高 木  俊 介 ， 橋 本  悟 ， 飯 塚  悠 祐 ， 野 村  岳 志 ， 長 谷 川 高 志  

 

自 治 医 大 さ い た ま 医 療 セ ン タ ー ， 京 都 府 立 医 大 ， 昭 和 大 ， 横 浜 市 立 大 学 な ど に お

い て ， I C U の パ ネ ル デ ー タ を 用 い た A I 解 析 に よ る 重 症 度 ア ル ゴ リ ズ ム 構 築 を そ れ

ぞ れ 行 な っ て い く ． 単 施 設 で の 研 究 と 並 行 し て ， 有 用 と 思 わ れ る ユ ー ス ケ ー ス に 関

し て は 多 施 設 で の 検 討 に 移 行 し て い く ． ま た ， パ ネ ル デ ー タ を 用 い た ア ル ゴ リ ズ ム

で 診 療 支 援 シ ス テ ム に 活 用 を す る 事 が 有 用 と 思 わ れ る モ デ ル に 関 し て は ， リ ア ル タ

イ ム で の 実 装 を 目 指 し て プ ロ グ ラ ム の 構 築 を 行 な っ て い く ．  

 

① 心 臓 外 科 手 術 後 の A K I 発 症 予 測 モ デ ル と し て 時 系 列 関 数 デ ー タ 分 析  

研 究 概 要  

心 臓 外 科 手 術 の 術 後 患 者 の I C U に お け る 腎 機 能 障 害 の 発 生 を 予 測 す る ア ル ゴ リ

ズ ム の 構 築 を 行 っ て い る ． 集 中 治 療 室 の 入 室 中 の デ ー タ は 1 分 毎 に デ ー タ が 蓄 積

さ れ て お り ， そ れ ら の 変 動 を 評 価 す る こ と で ， 人 で は 気 づ け な い 変 化 を 捉 え る 事 を

目 的 と し て い る ． モ ニ タ ー で 測 定 さ れ た デ ー タ を ス プ ラ イ ン 関 数 に よ り 個 体 毎 の 全

測 定 デ ー タ を 関 数 デ ー タ 化 し て ， 予 測 モ デ ル を 作 成 す る 事 を 行 っ た ．  

 

研 究 方 法  

関 数 ロ ジ ス テ ィ ッ ク モ デ ル 構 築  

応 答 変 数 { 𝑦 _ 𝑖 ; 𝑖 = 1 , 2 , … , 𝑛 }   : 二 値 デ ー タ （ 0 : A K I 発 症 あ り ， 1 :  A K I 発 症 な し ）  

説 明 変 数 { 𝑥 _ 𝑖 𝑘  ( 𝑡 ) ; 𝑡∈𝒯 ,  𝑖 = 1 , 2 , … , 𝑛 , 𝑘 = 1 , 2 , … ,𝐾 }   ：𝐾変 数 関 数 デ ー タ  
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モ デ ル 評 価 基 準 A I C に よ り 変 数 選 択 を 行 い ， 最 適 な モ デ ル と し て 選 択  

条 件 付 き 確 率 が 閾 値 0 . 5 以 上 / 未 満 で 分 類  

①  利 用 デ ー タ ： 心 臓 外 科 術 後 に I C U に 入 室 し た 患 者 デ ー タ ． 特 徴 量 を 抽 出 す る

タ イ ミ ン グ は ， 入 室 当 日 の 1 8 : 0 0 ~ 2 4 : 0 0 と し た ．   

②  観 測 デ ー タ の 関 数 デ ー タ 化 処 理 ・ 関 数 ロ ジ ス テ ィ ッ ク モ デ ル を 構 築  

③  モ デ ル 評 価 基 準 A I C に よ り 変 数 選 択  

④  ト レ ー ニ ン グ デ ー タ / テ ス ト デ ー タ （ n t r a i n = 1 0 0 / n t e s t = 1 1 1 ） を 3 0 0 0 回 分 ラ ン ダ

ム に 作 成  

⑤   3 0 0 0 回 分 の R O C  A U C を 計 算 し て 要 約 し た ．  

 

研 究 結 果  

・ 心 臓 外 科 患 者  2 0 1 7 〜 2 0 1 9 年  全 体 の 患 者 数 = 2 1 1  

 ( 腎 機 能 障 害 発 生 患 者 数  A K I = 9 6 ， 非 発 生 患 者 数  n N o n A K I = 1 1 5 )  

関 数 ロ ジ ス テ ィ ッ ク モ デ ル に よ る 腎 機 能 障 害 予 測 モ デ ル に よ る  R O C  A U C の 平 均  

( 9 5 % C I * ）  

ト レ ー ニ ン グ デ ー タ ： 0 . 8 0  ( 0 . 6 9 - 1 . 0 0 )   テ ス ト デ ー タ ： 0 . 8 4  ( 0 . 7 8 - 0 . 8 9 )  
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② 重 症 系 部 門 シ ス テ ム か ら の 抽 出 デ ー タ の 匿 名 化 処 理 プ ロ グ ラ ム の 開 発  

 

横 浜 市 立 大 学 附 属 病 院 の 集 中 治 療 部 に は P H I L I P S の 重 症 系 の 病 床 管 理 シ ス

テ ム （ A C S Y S ） が 導 入 さ れ て い る ． 手 術 室 に は 手 術 室 部 門 シ ス テ ム  ( O R S Y S )

が 導 入 さ れ て い る ． ま た ， 患 者 背 景 情 報 な ど の 詳 細 な デ ー タ は 病 院 情 報 シ ス テ

ム （ H I S ） で 管 理 さ れ て い る ． こ れ ら の デ ー タ を 抽 出 し た の ち に デ ー タ 解 析 の た

め の デ ー タ サ イ エ ン テ ィ ス ト と の 共 有 に 向 け て ， A C S Y S と O R S Y S の フ ァ イ ル に

入 っ て い る 個 人 情 報 を 秘 匿 化 す る 必 要 あ る ． 患 者 1 人 の デ ー タ フ ァ イ ル に は ， 患

者 情 報 ， 経 過 記 録 ， 指 示 ， バ イ タ ル デ ー タ な ど が 別 々 の シ ー ト で 管 理 さ れ て い

る た め ， マ ニ ュ ア ル で 匿 名 化 す る に は 膨 大 な 作 業 が 必 要 と な る ． そ の た め ， 下

記 の フ ロ ー に 従 っ て ， デ ー タ 匿 名 化 の プ ロ グ ラ ム を 構 築 し た ．  

 

プ ロ グ ラ ム 動 作 環 境  

・  実 行 環 境 :  M a c  M i n i ( メ モ リ : 6 4 G B ,  ス ト レ ー ジ :  2 T B ,  O S  :  C a t a l i n a )  

・  言 語 :  p y t h o n 3 . 7  

・  仮 想 環 境 :  A n a c o n d a 使 用  

・  モ ジ ュ ー ル :  r e q u i r e m e n t s . t x t  参 照  

・  使 用 デ ー タ ： 電 子 カ ル テ デ ー タ ， 手 術 中 デ ー タ ( O R S Y S ) ， 集 中 治 療 室 デ ー
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タ ( A C S Y S )  

 

 

 

 

 

 

 

③ 集 中 治 療 室 の 時 系 列 デ ー タ の 構 造 に 係 る 調 査  

 

集 中 治 療 室 で は 複 数 の 医 療 機 器 を 用 い て 対 症 療 法 を 行 な っ て い る ． 人 工 呼 吸

器 ， 人 工 心 肺 ， 腎 代 替 療 法 な ど の 機 器 を 用 い て お り ， こ れ ら は 複 数 の 企 業 の 製 品

が あ る ． ま た ， 複 数 の 施 設 に 導 入 さ れ た 際 に ， 各 施 設 で 取 得 さ れ る デ ー タ 項 目 は 異

な っ て い る の が 現 状 で あ る ． こ れ ら の デ ー タ の 構 造 を ま ず は ， 視 覚 化 す る 作 業 を 始

め た ． 具 体 的 に は 人 工 呼 吸 器 ， C H D F  ( 持 続 血 液 濾 過 装 置 ) ， E C M O に つ い て ，

デ ー タ 構 造 の マ ッ ピ ン グ を 行 っ た ． こ れ に よ り ， 各 施 設 で 収 集 す べ き 最 低 限 の デ ー

タ 項 目 に つ い て の 整 理 を 行 っ た ． 今 後 は こ の デ ー タ モ デ ル に 準 拠 し た デ ー タ 形 式

で I C U 部 門 シ ス テ ム か ら デ ー タ を 抽 出 す る 際 に ど の 程 度 負 荷 が か か る の か に つ い

て 実 験 を 行 う 予 定 と し て い る ．  
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④ 手 の 動 作 検 知 に よ る 患 者 の 危 険 行 動 予 測 検 知 モ デ ル  

 

せ ん 妄 と は 軽 度 〜 中 程 度 の 認 知 障 害 を 伴 う 意 識 障 害 で ， I C U 患 者 の 8 7 ％ に 発

症 す る と 言 わ れ て い る ( F o n g  e t  a l .  N a t  R e w  N e u r o l ,  2 0 0 9 ) ． せ ん 妄 の 発 症 に

よ り ， I C U 死 亡 率 の 増 加 ， I C U 滞 在 期 間 の 延 長 ， 人 工 呼 吸 器 装 着 期 間 の 延 長 が 指

摘 さ れ て い る ( 内 野 成 美  a n d  三 苫 里 香 ,  2 0 1 9 ) ． こ れ ら を 惹 起 す る 背 景 に は ， せ ん

妄 時 に 発 生 し や す い チ ュ ー ブ 類 ま た は カ テ ー テ ル 類 の 自 己 抜 去 と い う 危 険 行 動 に

関 連 が あ り ， 非 せ ん 妄 時 よ り 優 位 に 発 生 し て い る ( N e j l a  T i l o u c h e ,  e t  a l . ,  2 0 1 8 ) ．

ま た ， 自 己 抜 去 し た 後 に 再 挿 管 に 至 っ た 症 例 は ， 合 併 症 頻 度 ， 死 亡 率 が 高 く な る

危 険 性 が あ る ( 大 岩 雅 彦  e t  a l . ,  2 0 1 7 ) ．  

 

カ メ ラ 映 像 を 用 い て ， 顔 や 手 の 位 置 及 び 指 の 動 き を 検 出 す る こ と で ， 患 者 が 医 療

器 具 を 自 己 抜 去 す る リ ス ク の 高 い 動 作 を 検 知 す る ． H a n d  D e t e c t i o n に 関 す る 近

年 の 研 究 で は ， 指 関 節 の 検 知 精 度 も 高 く な っ て お り ， 手 の 位 置 だ け で な く ， 指 の 動

き を 高 精 度 か つ リ ア ル タ イ ム に 認 識 で き る よ う に な っ て い る ．  

本 研 究 で は ， 集 中 治 療 室 と い う 特 殊 な 環 境 下 に お い て 使 用 可 能 な H a n d  

G e s t u r e 認 識 モ デ ル を 構 築 す る 必 要 が あ る ． 「 カ メ ラ の 画 質 が 悪 い 」 「 医 療 機 器 を

手 に 装 着 し て い る 」 な ど の 特 殊 要 件 に 対 し ， 独 自 の 方 法 で ア プ ロ ー チ を 行 う ．  

 

 

 

 

 

 


